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IGS理事会報告

IGS理事東洋大学教授赤木俊允

1995年2月19，20日の両日、 IGS理事会は米国テネシー州、ナッシュビ、ルCNashville)市の

オップリランド (Opryland)ホテルで行われた。ちなみに、これは同ホテルで2月21--23日開催

された「ジオシンセティックス 95 Jと題する国際会議の直前である。

出席者 :C.J.F.P.Jones会長、 R.K. Rowe前会長、 R.Bathurst副会長、 P.E. Stevenson事

務局長、 W.Voskamp経理担当理事の各役員、および T.Akagi、D.Cazzuffi、B.Christopher、

J. G. Collin、M.Fukuoka、JP Gourc、G.Heerten、R.D. Holts、G.P. Karunaratne、C.

Lawson、P.Rimoldiの各理事

1) 1 G Sの内規、会議開催などのガイドライン、その他の諸規則をまとめた 1G Sハンドブッ

ク(理事会用資料)新版が用意され、配布された。

2 )法人会員の増加策として、理事は各々 2社程度の候補を探し、会長からの手紙と 1G S入会

資料を用意して勧誘を計る方針が提案され了承。皮切りとして、日米欧の18社が有力候補として

紹介された。

3) 1 G S学会誌G&Gの出版社であるエルスビア (Elsevier)は、 「ジオテキスタイルズ95 

*Jと称する会議を主催することにしている。 1996年 9月開催予定の 1G S主催の第一回欧州会

議(於マ ストリヒト)と競合する可能性もあり、 1G Sは既に反対を表明しているにも拘らず、

依然として 1G S後援の会議であるかのようなPRを継続している。会長からエルスビア社に対

し、 1G Sはこの会議には一切関与しないことを、再び強く警告することとなった。更に、会長

は各支部、全法人会員に対しその旨の手紙を出し(あるいは IGSNEWSに発表し)、周知を計る

こととなった。[*"Geotextiles 95，" October 1995，於ミュンヘン]

4 )テナックス (Tenax)社が唯一のスポンサ となっている「欧州の補強土工法Jシンポジウム

CMay 1995， London)については、 1G Sは後援しないことを、英国支部に対し通告することと

なった。支部活動や多数の会社を含む集合体としての催しに対しては、 1G Sは支援を惜しむも

のではないが、今回の会議は全く 1社のみによる活動であり、これらのケースとは同一視できな

いことを、英国支部に対して十分に説明する。

5 )中国支部に対し、彼等の圏内会議を国際会議としていることは事実に反するので、会長から

名称を改めるよう注意することとなった。問題となった英語名は、 "FirstChina International 

Geosynthetics Conference and Exhibition (Geosynthetics China '96) " 
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